
うになっている。

また、フレーム数の調整はサーバー側で

自動的に行われるため、配信側でフレーム

数の異なる動画ファイルをいくつも用意す

る必要はない。これも、PacketVideoの製

品の大きな特徴だ。
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インターネットが自由なネットワークだと言われる理由の1つは、新しいアプリ
ケーションを誰もが開発できる点だ。1993年に開発されたウェブブラウザー
「Mosaic」がインターネットを普及させたように、1つのアプリケーションが世
界を変えることもある。今回は、高速化が進むワイヤレスをターゲットにしたス
トリーミング技術「PacketVideo」を紹介しよう。 編集部

1998年 PacketVideo社設立

1999年 携帯電話による14.4kbpsでのビデオ

配信に成功

2000年 Sonera、Sprint PCS、SK Telecomな

どと共同で、世界各地で大規模な配

信テストを開始

2001年 ビデオプレイヤー「PVPlayer」がコン

パックのPDA（iPAQ Pocket PC）に

採用される

ADSLやCATVインターネットの普及に

より、家庭でも1.5Mbps程度の通信環境が

手に入るようになってきた。一方、携帯電

話やPDAといったネットワークに接続でき

るモバイル端末も急激に普及しているが、

その通信速度は現状では最速でも64kbps

でしかない。モバイルでの通信環境は、家

庭への普及が始まったブロードバンドと比

べると、速度の遅さがネックになることが

まだまだ多い状況だ。

こうしたモバイル端末向けの動画配信技

術の開発で注目を集めているのが、1998年

に設立されたPacketVideo社だ。同社の製

品の大きな特徴は、携帯電話を使った14.4

kbpsという低速な通信環境でも、MPEG-

4による動画配信ができる点にある。

ワイヤレスに特化したストリーミング技術

低速なモバイル環境でも

ビデオ配信を実現

PacketVideo略歴

第5回

2 1 世 紀 の M o s a i c を 探 せ！

フレーム数：動画を表示する際に、画像が1秒間に何回更新されるかを表す数値。フレーム数が高いほどなめらかな動画になる。テレビは約30フレーム、映画は24フレームとなる。

MPEG-4は低速回線にも対応できる高い

圧縮技術に加え、無線通信のようにエラー

の起きやすい回線に対応した規格で、1999

年にISOによって標準化された動画フォー

マットだ。PacketVideoでは、このMPEG-

4に加えて、さらに携帯電話特有の環境に

特化したしくみを用いることで、モバイル

向けの動画配信を可能にしている。

まず、再生側となるプレイヤーソフトは、

単にコンテンツを再生するだけでなく、現

在送られているコンテンツの受信状況をサ

ーバーに通知する機能を持っている。配信

側のサーバーソフトでは、プレイヤーから

送られてきた情報をもとに、映像のフレー

ム数を調整する。つまり、ユーザーの現在

の通信速度に応じた動画を送信することで、

回線速度が低下してもデータをスムーズに

送信するしくみだ。これにより、PHSのよ

うにリアルタイムで通信速度が変化する通

信環境にも追従して、動画を配信できるよ

www.pv.com
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PacketVideoのプレイヤーソフト「PV

Player 2.0」は、Pocket PC用の製品が同社

のホームページで無償配布されている。現在

のところ、対応機種のメーカーは、コンパッ

ク、HP、カシオの3社となっている。また、

4月11日に発売されたコンパックの「iPAQ

Pocket PC」には、PVPlayerの日本語版が

標準で添付されている。

PVPlayer用のコンテンツは、専用サイト

「PVAirguide」が用意されており、ニュース

や音楽などのサイトが紹介されている。ただ

し、PVAirguideはPocket PC専用のサイト

なので、ウィンドウズやマッキントッシュから

はコンテンツは見られない。

このほかにも同社では、サーバー用のソフ

トウェア「PVServer 2.0」と、MPEG-4へ

のエンコード用ソフトウェア「PVAuthor 2.0」

を提供している。PVServerはSolarisと

Linux、PVAuthorはウィンドウズ98/2000/

NTにそれぞれ対応している。

Pocket PC用ソフトが

無償で利用可能

ずれの技術も通信速度がリアルタイムに変化

するため、回線速度に応じて送信するコンテ

ンツを変化させるPacketVideoの技術の優位

性は保たれると考えられる。

現在はPocket PC版のみが公開されている

PVPlayerだが、このほかのOSへの対応も進

められている。今年の3月にはシャープが

PacketVideoとのライセンス契約に合意し、

ヨーロッパで発売を予定しているLinuxベース

のPDAにPVPlayerを搭載すると発表した。

同じ3月には、PacketVideoはヨーロッパの

携帯ゲーム機器メーカー4社との提携も発表し

ており、こうした携帯端末メーカーとの提携を

急速に進めている。

次世代携帯電話では、携帯電話自身に動画

の送受信機能も組み込めると予想されている。

モバイル環境が進化していくなかで、今後も

PacketVideoが登場する場面が増えていくの

は間違いないだろう。

1PacketVideoのプレイヤー「PVPlayer」は、
現在のところPocket PC（ウィンドウズCE 3.0）
用のものが公開されている。PVPlayerのペー
ジ で、名前やメールアドレスなど必要な項
目を入力すれば無償でダウンロードできる。

www.pv.com/update/download.asp

2ストリーミングコンテンツは、PacketVideo
のワイヤレスユーザー向けのサイト「PV
Airguide」 で数多く紹介されている。

www.pvairguide.com

対応OS：

PVPlayer…Pocket PC（ウィンドウズ

CE 3.0）

PVAuthor…ウィンドウズ98、NT、

2000

PVServer…Solaris、Linux

開発元：PacketVideo

www.pv.com

DATA

PacketVideoを使ってみよう

W-CDMA（ダブリュー・シー・ディー・エム・エー／WideBand Code Division Multiple Access）：次世代携帯電話の方式としてNTTドコモやノキア、エリクソンなどが提
案している方式。静止時で2Mbps、移動時でも384kbpsという高速データ通信が可能で、携帯テレビ電話など新たな携帯端末も実現できるとされている。

これまでは低速であったモバイル環境だが、

今年から来年にかけては高速化の動きが活発

になりそうだ。今年の5月からはNTTドコモ

が、次世代の携帯電話として世界各国で準備

が進められているW-CDMA方式によるサービ

スを世界に先駆けて開始する。W-CDMAは、

サービス開始当初は128kbps程度で、将来的

には384kbps程度の通信が可能になるとされ

ている。W-CDMAが普及すればモバイル環境

の高速化は一気に進むものと予想される。

また、CDMA技術を開発したアメリカの

QUALCOMMは、携帯電話による高速通信

をデータ通信に特化することで実現する

「HDR」の実験を進めており、こちらは最大で

2.4Mbpsの通信が可能になるとしている。

しかし、このように回線が高速化しても、い

高速ワイヤレスや

さらに多くのPDAに対応
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